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⾃⼰紹介

◯名前：堀井 皇誠

◯学部：経済学部観光政策学科４年
→普段は、観光データを⽤いてデータ分析を⾏なっています。

◯好きなこと：お昼寝 ⾷べること

◯教育関係の社団法⼈にも所属しており、今回このプラットフォーム
 作りに挑戦しました！！



2022年度より
⾼校の新しい授業科⽬『総合的な探究の時間』が必修化に

①商品開発に興味がある学⽣が実際に商品を作る

「⾃分のやりたいことや興味関⼼のあることをじっくりと学ぶことができる授業の時間」

②地域活性化のために新しい観光サイクリングマップを作る

探究授業の課題
学校ごとに抱える問題

◆テーマの専⾨性

個々の興味関⼼に、焦点を当てると教員の知識や経験だけでは対応が難しい。

探究の実践例



現状
テーマの専⾨性に対するアプローチ

問題点：
教員やコーディネーターの知り合いの範囲
＝（属⼈的な状態であり負担が⼤きい）

探究活動をする⽣徒 教員やコーディネーター

地域の農家の⼈

商品開発に詳しい⼈

⽣徒のテーマで専⾨性が⾼い探究については、地域の⼈に協⼒をお願いし、学習を⽀援してもらう。



⽶作りについて教えてくださる⽅
を探しています。

＊＊の商品開発をしています。
梱包に詳しい⽅を探しています。

＊＊では◯◯の商品開発に挑戦していま
す。試作品を◯◯作っていますが、＊＊
がうまくいきません。

＃ヒト募集 ＃商品開発＃ヒト募集 ＃農業

＊＊では◯◯の商品開発に挑戦していま
す。試作品を◯◯作っていますが、＊＊
がうまくいきません。

地域の⼈（個⼈）や企業
（⽀援や応援をする⼈）

プロジェクトや⽀援の
掲載情報を確認

ヒト モノ コトいいね

探究活動をする⽣徒

教員やコーディネーター

Webアプリ/プラットフォーム

若者と地域をつなぐ
探究プラットフォーム『Edu�Connect』

プロジェクト内容と⽀援して
欲しい情報を掲載

プロジェクトの掲載情報を確認・管理
地域や企業からのリアクションを確認・調整

・従来の教員やコーディネータの
 ネットワークに頼る必要がない。

・（地域や企業にとって）学校現場と接点
 を持つことができる。

・地域の中に、新たな情報発信のコミュニティ
＝拠点の醸成



依頼はここから

＊Googleフォームに⾶び、⼊⼒ができる。
⼊⼒には５分もかからない！

【⽣徒】



いいねや⽀援する
でリアクション

【⽀援者】

＊⽀援するを選択すると、Googleフォームに⾶び⽀援内容を⼊⼒することができる。
それを、取りまとめて⽣徒または教員にメール



今後の展望

・��Webサイトの完成
→ログインシステム�/⾒た⽬の部分の完成度

＊ノーコードツールは直感的に作ることができるので、プログラミングの知識がない⾃分にとって   
 取り組みやすかった。

・��実際に何⼈かに使ってもらってブラッシュアップ

【⽬標】
・事業化できるようにプラットフォームを作り込む



プログラムに参加しての感想・学び

・これまで触れてこなかった技術を知ること、興味を持つことができた！

→定期的な発表イベント ⼤阪でのイベント⾒学・発表はどれも新しい発⾒が！
 来年度も⾃分の中で、事業を作り込んでいこうと思う。


